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いわゆる「日本的」な雇用システムは、経済変動や産業構造の変化に伴って見直しや再

評価の動きが繰り返され、労使交渉にも影響を与えてきた。しかしながら、労使が確信を

もって交渉を進めていくには、時々の動向に対応していくのではなく、これまでに形成さ

れてきた雇用慣行や労使関係が、どんな歴史的経過を経てきたかをきちんと踏まえること

が不可欠となっている。 

他方、現在の「日本的」雇用システムは新たな問題に直面している。このシステムが、

どちらかというと、大企業、製造業に雇用される男性、正社員を中心に適用されてきたこ

とから、その後に進んだ経済のグローバル化・サービス化や技術革新、女性労働者や非正

規雇用労働者の増加などは、システムの変容を余儀なくさせているからである。 

今後、どんな変容が求められていくかを検討するためにも、これまで「日本的」雇用を

めぐって交わされてきた議論について整理・検討を行うことが改めて重要になっている。 

 そこで、2012 年 12 月に「「日本的」雇用システムと労使関係の歴史的検証に関する研

究委員会」（主査：佐口和郎東京大学教授）を設置し、これまでの産業構造や社会構造の変

化を踏まえたうえで、現代の「日本的」雇用システムがかかえる諸問題の源流と、それら

の各時代での扱われ方についての検討を通じて、今後の雇用システムのあり方について検

討を行い、その成果を報告書に取りまとめた。 
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